
質
問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
事
業
の
概
要
を
伺
う
。

答
弁　

12
月
中
頃
に
国
の
助
成
の
詳
細

が
決
ま
る
の
で
関
係
機
関
と
の
調
整
を

行
い
事
業
実
施
を
図
り
た
い
。

　

接
種
開
始
は
２
０
１
１
年
2
月
を
予

定
し
て
い
る
。
費
用
は
全
額
助
成
で
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。
助
成
対
象
者
は
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
中
学
1
年

〜
高
校
1
年
の
８
９
３
人
。
ヒ
ブ
、
小

児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
0
〜
4
歳
の

乳
幼
児
１
２
３
０
人
。
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
に
は
、
検
診
の
必
要
性
も
踏
ま
え

た
説
明
会
を
、
各
中
学
校
区
で
保
護
者

を
対
象
に
実
施
し
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
出
生
届

時
、
乳
幼
児
健
診
時
に
行
い
広
報
等
で

周
知
し
推
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　

妊
婦
健
診
は
現
在
14
回
無
料
で

実
施
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
平
成
24

年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る

か
伺
う
。

　
　
　

今
後
の
国
や
周
辺
市
町
村
の
動

向
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

意
見　

持
続
的
な
施
策
と
な
る
よ
う
市

独
自
の
検
討
を
要
望
す
る
。

質
問　

成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス

の
抗
体
検
査
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

12
月
1
日
以
降
対
象
と
な
る
方

に
は
、
妊
婦
健
診
時
に
抗
体
検
査
が
実

施
で
き
る
よ
う
受
診
票
を
送
付
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
に
抗
体
検
査
が
で
き
る
よ
う

広
報
等
で
周
知
す
る
。

質
問　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
と
も

な
っ
て
い
る
肺
炎
球
菌
は
、
ワ
ク
チ
ン

で
予
防
可
能
な
こ
と
か
ら
、
公
費
助
成

で
接
種
を
促
進
し
て
い
る
自
治
体
か
ら

予
防
効
果
や
医
療
費
の
削
減
が
聞
か
れ

る
。
市
の
死
因
別
状
況
で
は
肺
炎
が
第

4
位
で
あ
り
、
予
防
医
療
の
重
要
性
か

ら
市
で
の
検
討
を
提
案
す
る
。

答
弁　

任
意
接
種
で
あ
る
た
め
、
県
内

で
は
助
成
自
治
体
も
少
な
い
こ
と
か
ら

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問　
「
人
・
ま
ち
・
自
然
が
輝
く
幸

福
祉
都
市
阿
賀
野
」
を
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
と
定
め
策
定
さ
れ
た
総

合
計
画
の
、
前
期
基
本
計
画
５
カ
年
が

今
年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
こ
の
前
期

５
カ
年
を
ど
う
評
価
し
、
ま
た
総
括
を

し
、
後
期
基
本
計
画
へ
つ
な
げ
て
行
く

の
か
、
策
定
状
況
も
含
め
伺
う
。

答
弁　

前
期
計
画
は
41
の
政
策
を
掲

げ
、
平
成
18
年
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
入
や
、

地
方
交
付
税
が
当
初
見
込
み
を
下
回
っ

た
事
や
、
郷
病
院
の
経
営
悪
化
等
に
よ

り
、
十
分
な
財
政
配
分
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
計
画
ど
お
り
の
事
業
推
進
と

は
い
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
都
度
事
業

見
直
し
を
行
い
最
善
を
尽
く
し
た
と
考

え
る
。

質
問　

実
施
計
画
の
具
体
的
見
直
し

検
討
内
容
と
、
平
成
23
年
度
予
算
編
成

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

毎
年
度
、
全
て
の
事
務
事
業

に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

具
体
性
を
著
し
く
欠
く
答
弁

で
あ
る
。
で
は
今
年
の
6
月
11
日
に
今

年
度
の
事
業
評
価
結
果
報
告
が
市
長
に

な
さ
れ
、そ
の
10
日
後
の
21
日
付
で「
そ

の
結
果
を
予
算
等
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

指
示
す
る
」
と
の
市
長
訓
令
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
答
弁
で
は
、
今
を
も
っ
て

も
ま
だ
案
の
状
態
と
あ
る
。
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
整
合
性
を

欠
く
ば
か
り
か
、
手
順
が
逆
で
は
な
い

か
、
市
長
と
し
て
の
立
場
や
、
訓
令
の

重
さ
を
再
認
識
の
う
え
、
改
め
る
べ
き

は
改
め
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
処
す
る
様
進
言
さ
せ
て
頂
く
。

答
弁　

今
後
は
訓
令
の
重
み
を
認
識

し
た
上
で
順
番
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

　
「
イ
ジ
メ
」
問
題
の
現
況
と
対
策
に

つ
い
て

答
弁

質
問　

気
候
変
動
の
中
、
河
川
の
氾
濫

の
危
険
性
、
市
内
全
域
に
は
1
級
2
級

河
川
が
あ
り
、
維
持
管
理
の
不
徹
底
の

為
、
あ
ら
ゆ
る
川
底
に
は
雑
木
が
繁
茂

し
、
更
に
は
土
砂
の
堆
積
等
で
災
害
時

に
対
応
で
き
る
の
か
。

答
弁　

重
要
な
河
川
が
氾
濫
す
れ
ば
大

き
な
災
害
に
な
る
。
伐
採
や
川
底
の
土

砂
堆
積
除
去
に
つ
い
て
国
県
に
実
態
改

善
を
強
く
要
望
す
る
。

質
問　

全
般
的
な
管
理
保
全
が
悪
い

為
、
地
域
住
民
は
不
安
と
不
満
を
持
っ

て
い
る
。
河
川
の
保
全
整
備
事
業
の
怠

慢
で
あ
り
、
未
然
防
止
の
対
策
が
悪
い

為
、
危
険
災
害
増
幅
に
つ
な
が
り
、
災

害
を
大
き
く
す
る
こ
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
弁　

本
年
度
河
川
環
境
維
持
保
全
、

洪
水
・
浸
水
防
止
の
為
、
河
床
掘
削
14

箇
所
、
伐
採
河
川
等
7
箇
所
要
望
、
そ

の
内
6
河
川
で
河
床
掘
削
や
雑
木
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
土
砂
堆
積
量
や
雑
木

等
が
大
き
く
な
り
、
除
去
が
困
難
に
な

る
為
、
早
期
実
施
に
向
け
た
働
き
か
け

を
県
に
強
く
行
っ
て
い
る
。

質
問　

河
川
法
が
あ
り
、
管
理
義
務
は

当
然
、
天
災
が
人
災
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
な

ら
ば
最
大
限
に
努
力
し
、
最
小
被
害
に

務
め
る
責
任
は
重
大
。
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
河
川
維
持

管
理
業
務
は
優
先
的
に
適
切
に
市
内
建

設
業
者
に
発
注
す
る
。

質
問　

市
役
所
の
駐
車
場
が
狭
い
為
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
で
大
変
な
不
便
を
感
じ

て
い
る
。
可
能
性
の
土
地
は
あ
る
、
努

力
次
第
で
可
能
だ
。
市
役
所
、
体
育
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
何
か
大
き
な
企
画
イ

ベ
ン
ト
等
を
計
画
す
る
に
は
現
状
で
は

不
能
だ
。
散
在
し
て
い
る
駐
車
場
で
は

有
効
活
用
と
は
い
か
な
い
。
将
来
は
支

所
統
廃
合
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば

今
か
ら
準
備
検
討
に
入
る
べ
き
。
そ
の

上
で
名
案
を
申
し
上
げ
て
お
く
が
こ
の

点
を
含
め
て
努
力
す
る
覚
悟
が
あ
る
の

か
伺
う
。

答
弁　

当
面
敷
地
内
の
植
裁
撤
去
な
ど

で
区
画
を
増
や
す
。
支
所
再
編
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
色
々
混
雑

緩
和
に
努
め
て
お
り
、
現
況
の
理
解
を

願
い
た
い
。

石川　恒夫 議員

山賀　清一 議員

質
問　

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
検
討

を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
地
域
や

農
業
、
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
」
と
全
国

各
地
で
「
断
固
反
対
」
の
声
が
相
次
い

で
い
る
。
又
、
国
の
あ
り
方
と
い
う
面

か
ら
も
、
こ
れ
は
「
暴
挙
」
で
あ
り
、

亡
国
の
政
治
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

（
農
水
省
試
算
）

　

食
料
自
給
率  

13
％
に
低
下

　

就
業
機
会
の
減
少  

３
５
０
万
人

答
弁　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
国
益
を
考
え
る
と
致
し
方
な

い
と
思
う
が
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
、
完

全
自
由
化
と
な
れ
ば
、
日
本
農
業
は
壊

滅
的
状
況
に
陥
る
も
の
と
懸
念
し
て
い

る
。
交
渉
参
加
ま
で
の
10
年
の
間
で
、

農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
、
日
本
農

業
の
体
質
改
善
を
図
る
か
、
農
業
分
野

を
交
渉
か
ら
外
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
内
の
両
農
協
組
合
長
さ
ん
、
首
都

圏
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
さ
ん
か
ら
の

働
き
か
け
も
あ
り
、
同
一
歩
調
を
と
り

た
い
。
県
や
市
長
会
か
ら
反
対
要
請
が

あ
れ
ば
参
加
の
方
向
で
検
討
す
る
。

意
見　

姿
勢
が
弱
い
。
農
業
振
興
協
議

会
会
長
と
し
て
、
反
対
運
動
の
先
頭
に

立
つ
べ
き
と
思
う
。

質
問　

国
保
の
構
造
改
革
の
中
で
、
広

域
化
の
動
き
が
あ
る
と
聞
く
。
市
や
市

民
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答
弁　
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
都
道

府
県
単
位
に
よ
る
広
域
化
が
示
さ
れ
て

い
る
。
将
来
の
超
高
齢
化
社
会
を
見
据

え
た
制
度
に
な
る
よ
う
願
う
。

質
問　

教
師
の
多
忙
解
消
と
、
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
に
目
が
行
き
届
く
学
校
現

場
に
す
る
為
に
、
整
備
計
画
を
再
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
25
年
、
26

年
の
統
合
に
固
執
は
し
な
い
。

遠藤　智子議員

倉島　良司 議員


